
歳入
（入ってくるお金）

448億7,200万円

市税
222億
9,900万円
49.7％

繰入金
33億

2,955万円
7.4％

繰越金
5億円
1.1％

諸収入
6億1,291万円
1.4％

財産収入、寄附金
9億2,516万円
2.0％

使用料及び手数料
4億195万円
0.9％

分担金及び負担金
1億3,755万円
0.3％

国庫支出金
73億

3,462万円
16.3％

県支出金
33億

9,335万円
7.6％

市債
10億5,560万円

2.4％

地方消費税交付金
28億8,100万円

6.4％

地方交付税
2億7,153万円
0.6％

地方譲与税
8億4,398万円
1.9％ その他

8億8,580万円
2.0％

62.8％

自
主
財
源

37.2％

依
存
財
源

一般会計

歳出
（使うお金）

一般会計

448億7,200万円

教育費
68億2,851万円
15.2％

民生費
189億7,653万円

42.3％衛生費
44億920万円
9.8％

総務費
51億5,917万円
11.5％

土木費
28億7,321万円

6.4％

消防費
25億8,714万円

5.8％

公債費
23億8,953万円

5.3％

農林水産業費
8億81万円
1.8％

商工費
5億6,834万円
1.3％

議会費
2億5,956万円
0.6％

予備費
2,000万円
0％
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用語の解説

民生費
　�高齢者・障害者・児童などの福祉関
係に使うお金
教育費
　�教育や文化・スポーツの振興に使う
お金
衛生費
　�保健・衛生やごみ処理などに使うお
金
総務費
　行政の運営などに使うお金
土木費
　�公園や道路など、公共施設の整備に
使うお金
消防費
　消防や救助活動に使うお金
公債費
　市債を返すために使うお金

歳
出

歳
入
市税
　�個人や企業の皆さんに納めていただ
く税金など
繰入金
　�特定の目的のために積み立てている
お金を取り崩して使うお金
市債
　�建設事業などをおこなう際に、国や
県、金融機関などから借りるお金
国庫支出金
　�特定の事業の財源として、国から交
付されるお金
地方交付税
　�市町村の財源不足や自然災害による
被害などの個別・緊急の事情に応じ
て交付されるお金

神
栖
市
長

木
内
　
敏
之

　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
む
な
か
で
も
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
将
来
に
わ
た
り
維
持
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
お
こ
な
っ
て
い
く
た
め
に「
神
栖
市
緊
急
行
財
政
再
建
宣

言
」を
1
月
30
日
に
発
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
2
0
2
6
年
度
予
算
は
社
会

の
変
化
お
よ
び
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
る
と
と
も
に
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
事
業
全
般

に
わ
た
り
経
費
の
削
減
・
合
理
化
に
取
り
組
み
な
が
ら
予
算

編
成
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
議
会
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
国
・
県
と
神
栖
市
が
一
体
と
な
っ
て「
豊
か
で

活
力
み
な
ぎ
る
神
栖
市
」を
目
指
し
、
市
民
の
安
全
・
安
心

の
確
保
と
神
栖
市
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
、
全
力
で
市
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
2
0
2
6
年
度
予
算
の
ポ
イ
ン
ト
】

●�

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
・
安
心
に
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
新
た
に
開
業
時
の
高
度
医
療
機
器
の
購
入
を
支
援
す

る
こ
と
で
、
新
規
診
療
所
の
誘
致
を
図
り
ま
す

●�

将
来
、
市
内
の
医
療
機
関
で
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
意
思

の
あ
る
鹿
島
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院
の
学
生
に
対
し

て
、
鹿
島
医
師
会
、
市
内
救
急
告
示
病
院
を
通
じ
て
修
学

資
金
な
ど
を
支
援
し
ま
す

●�

加
齢
に
伴
う
難
聴
を
抱
え
る
高
齢
者
に
対
し
て
、
社
会
参

加
の
促
進
や
認
知
症
予
防
に
資
す
る
た
め
、
新
た
に
、
高

齢
者
の
補
聴
器
購
入
に
か
か
る
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
助

成
を
お
こ
な
い
ま
す

●�

合
葬
墓
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
段
階
的
に
増
設
し
て
い
く
新
た

な
計
画
へ
見
直
し
を
図
り
、
よ
り
良
い
墓
地
環
境
の
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す

●�

熱
中
症
予
防
と
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
と
し
て
の
機
能

強
化
を
目
的
に
、
中
学
校
8
校
の
体
育
館
に
空
調
機
を
設

置
し
ま
す

●�

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度

の
導
入
を
進
め
、
新
た
な
歳
入
の
確
保
と
施
設
の
安
定
し

た
運
営
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を
図
り
ま
す

市民1人あたりの
一般会計予算額

個人や企業が市に納める
税金と市の使う予算を、1
世帯・1人あたりにすると
次のようになります。
1人あたり
税金
（市税/人口） 24万円
予算
（総額/人口） 48万円

1世帯あたり
税金
（市税/世帯数） 49万円
予算
（総額/世帯数） 99万円
※�税金で市に入ってくるお金
と使われる予算額の差は、
国・県の支出金や市債など
でまかなわれます

世帯数　45,120戸
人　口　92,985人
2026年3月末日現在
住民基本台帳から

2
0
2
6
年
度 

予
算
総
括
表

会　　計　　名 2026年度 2025年度 比　　　較
当初予算額 当初予算額 増減額 増減率（％）

一 般 会 計 448億7,200万円 447億4,213万円  1億2,987万円 0.3 

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 96億7,974万円 97億4,375万円 △6,401万円 △ 0.7 
介 護 保 険 61億9,445万円 60億9,090万円  1億   355万円 1.7 
後期高齢者医療 14億7,153万円 12億4,861万円  2億2,292万円 17.9 
小　　　 計 173億4,572万円 170億8,326万円  2億6,246万円 1.5 

公
営
企
業

会
計
※

水 道 事 業 会 計 40億9,521万円 48億2,253万円 △7億2,732万円 △ 15.1 
下水道事業会計 33億9,774万円 33億6,203万円  3,571万円 1.1 
小　　　 計 74億9,295万円 81億8,456万円 △6億9,161万円 △ 8.5 

合　　　　　計 697億1,067万円 700億   995万円 △2億9,928万円 △ 0.4
　2026年度当初予算は、全会計の合計額が前年度当初に比べ2億9,928万円の減となりました。
　一般会計は、民生費や公債費などの増により前年度比で1億2,987万円の増となりました。
　特別会計は、後期高齢者医療特別会計における被保険者の増加などによる、後期高齢者医療
保険料の増などにより特別会計全体で前年度に比べ2億6,246万円の増となりました。
　公営企業会計は、水道事業会計では配水施設整備費を2025年度に前倒しで計上したため配
水施設整備費などが減となり、下水道事業会計では管渠整備費およびポンプ場整備費などが増
となりましたが、公営企業会計全体では6億9,161万円の減となりました。

※�公営企業会計：
支出額を表示
しています　

※�四捨五入をし、
万円単位で表
示しています

総額697億1,067万円（前年度比0.4％減）
※一般会計・特別会計・公営企業会計の合計神栖市予算

は自主財源…�市税など、市が独自
で得られる収入

は依存財源…�国や県から交付され
たり割り当てられた
りする収入
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